
今
回
の
勧
告
は
、
生
活
改
善
に

は
程
遠
い
も
の
の
、
昨
年
の
引
き

下
げ
勧
告
に
対
し
、
私
た
ち
の
こ

の
間
の
要
求
闘
争
を
一
定
反
映
し

た
勧
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
民
間
と
の
給
与
比
較

は
、
「
（
民
間
を
）
２
３
０
円

（
０
．
０
６
パ
ー
セ
ン
ト
）
下
回
っ

て
い
る
」
と
い
う
実
態
を
直
視
し

な
い
も
の
で
す
。
こ
の
比
較
は
昨

年
、
当
局
が
比
較
手
法
を
都
合
よ

く
変
更
し
た
も
の
で
、
職
員
の
生

活
改
善
は
遠
く
及
ば
な
い
内
容
で

す
。ま

た
、
初
任
給
・
若
年
層
に
手

厚
く
す
る
反
面
、
中
堅
以
上
の
職

員
へ
の
反
映
は
不
十
分
で
す
。
さ

ら
に
55
歳
を
超
え
る
職
員
の
昇
給

延
伸
（
停
止
）
に
つ
い
て
は
、
具

体
策
を
提
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
一
時
金
（
ボ
ー
ナ
ス
）

は
０
．
１
ヶ
月
分
の
引
き
上
げ
で

増
額
勧
告
は
４
年
連
続
と
な
っ
て

い
ま
す
。

職
員
の
意
欲
向
上
＝
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
面
か
ら
見
て
も
、
一
時

金
引
き
上
げ
は
当
然
で
す
が
、
過

去
の
賃
金
抑
制
を
見
れ
ば
削
減
の

回
復
分
に
過
ぎ
ず
、
一
定
の
不
満

は
残
り
ま
す
。

２
０
１
４
年
以
降
の
こ
の
４
年

間
、
国
や
他
府
県
で
は
月
例
給
の

引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
，
大
阪
で
は
２
０
１

５
年
が
据
え
置
き
、
２
０
１
４
年

と
２
０
１
６
年
は
月
例
給
の
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
で

し
た
。

こ
の
勧
告
が
通
れ
ば
、
昨
年
に

続
く
「
差
額
」
支
給
が
実
施
さ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
「
差
額
」
支
給

が
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
の
府

労
組
連
の
た
た
か
い
が
重
要
で
す
。

民
間
と
の
較
差
が
た
っ
た
０
．

０
６
％
で
２
３
０
円
な
ん
て
い
う

こ
と
は
実
感
と
し
て
は
あ
り
え
な

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
昨
年
変

更
さ
れ
た
、
当
局
に
都
合
の
良
い

比
較
方
法
で
さ
え
民
間
よ
り
低
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
松
井
維
新
府
政
は

「
公
務
員
に
は
金
を
出
さ
な
い
」

の
が
根
本
に
あ
り
ま
す
。
人
勧
を

平
気
で
無
視
す
る
こ
と
が
十
分
に

考
え
ら
れ
ま
す
。

公
務
員
か
ら
搾
り
取
っ
た
金
が

「
カ
ジ
ノ
」
や
「
万
博
」
に
使
わ

れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
許
す

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

府
人
勧
の
完
全
実
施
と
、
さ
ら

な
る
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
賃
上

げ
の
実
現
を
目
指
し
て
み
ん
な
が

声
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
泉
北
教
組
で
は
、
府
労

組
連
の
提
起
を
受
け
「
職
場
決
議
」

に
取
り
組
み
ま
す
。
各
職
場
か
ら

の
声
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

№.２０９３ 泉 北 教 育 ２０１７年１１月６日（２）

大
阪
府
人
事
委
員
会
は
10
月
17
日
に
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
報
告
及

び
勧
告
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

勧
告
の
そ
の
内
容
は
「
①
初
任
給
の
２
０
０
０
円
引
き
上
げ
な
ど
若
年

層
の
給
与
引
き
上
げ
、
②
特
別
給
（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
、
０
．
１
ヶ
月
分
引

き
上
げ
（
年
間
４
．
３
ヶ
月
分
↓
４
．
４
ヶ
月
分
に
）
」
と
し
、
い
ず
れ

も
今
年
の
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

大阪府人事委員会の勧告
公務員はストライキや労働協約などを制限されている

代わりに、人事委員会が民間との給与を比較しながら、

公務員の給与などの引き上げを勧告している。大阪府は

それを尊重しなければならない。

２０１７年度学習会 泉北・泉大津教組共催

本当に大丈夫？

「新学習指導要領」を斬る

日時：１１月２６日(日) 午前１０：００～

講師：大瀬良 篤さん
（大教組書記次長・教育文化部長）

場所：和泉コミュニティーセンター
１階 小集会室

小学校は２０２０年度から，中学校は２０２１年度から完全実施される

「新学習指導要領」とはどのようなものなのでしょう。道徳の教科化、小

学校からの外国語教育の早期化と教科化、しばりの多い移行措置等々…現

場は不安でいっぱいです。まずは、「新学習指導要領」についてよく知り、

問題点への理解を深めながら、みんなで考えてゆきましょう。


